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Abstract :　Studies about children with Williams syndrome were reviewed to know what
kind of cognitive　ability　underlies onset of language. Those children have excellent
linguistic abilitiesdespite their poor score on IQ test and on Piagetian conservation tasks.
Their data suggest that cognitive 耳laturationas Piaget insisted should not be prerequisite
for onset of language and that some special relation exists between linguistic abilitiesand
spatial cognition.・　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　＼
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　こどもが片言でもことばらしいものを話し始めるのは大体１才前後である．では，何が言葉の出
現を可能にしているのか．いいかえれば，なぜこの時期にことばを話し始めるのか，あるいは話し
始めることができるようになるのか，それを支えている能力とは何か．これは，ヒトの乳児や，動
物一特に霊長類の言語行動を研究しているものにとって大きな問題となっている．
　ことばとは，いうまでもなく，心的表象に対して与えられたシンボルである．したがって，こど
もがことばを使えるようになるとき，少なくとも次の２つのことが可能でなければならない，とい
う考えがでてくる．心的表象の形成が可能になっていること，それに対して，語というシンボルを
対応させることが可能になっていること．これをうけて，このような認知的操作を可能にするため
の認知能力とは何か，どいうことが，人間のこどもや人間以外の動物の言語行動と前言語行動を研
究する上での重大な問題であり続けた．
　発達心理学の分野でこのような考えを代表するのは, J. Piagetであろう．かれは，感覚一運動期
の認知的成熟を以って，言語出現に必要な認知能力を考えた(Piaget, 1963).この場合，対象の
永続性の概念の獲得が特に重要になる．すなわち，かれによれば，認知能力が特定のレベルに達し
なければ，ことばは出現しないことになる．
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　この場合，問題は３つある．ひとつは，ここでは，本質的に成人が使用しているものと同じ語
-たとえその数が少なかろうとあるいは形が不完全であろうとも，心的表象に対して与えられた
シンボルとしての機能を待った語-による，成人と一応同質とみなされる行動のみが言語行動と
　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　１して想定されていることであるこ２番目に，言語行動に何らかの認知的能力の関与が必要だという
点に関しては，意義はほとんどないと思うが，それがはたしてPiagetの主張するような能力と受
けとめてよいのかどうか，という点である．最後に，ことばの出現に関しては個人差が非常に大き
い点を説明しがたいということもある．
　乳幼児の言語発達に関しては個人差が非常に大きく，かつ，発達検査の結果や行動観察からみて，
他の認知能力の発達との関連が強いとはいいがたい．つまり，他の認知能力に関しては非常に発達
が早いといえるこどもでも，必ずしもごとばめ発達が早いとは限らない．そして，このような事態
は決して珍しいものではない．ただし，その逆，他の認知能力の発達が遅いのに，ことばの発達の
みは早い，というようなことはほとんどない．だから，言葉が出始めたということは，それを可能
にする認知的基盤が成立していることの証拠であるかもしれないが，ことばの出現が遅れているか
らといって，認知能力の発達が遅れているとはいえないし，認知能力に関しては感覚一運動期のレ
ベルを越えているようにみえてもことばがなかなか出てこないこどもは特に珍しくない．
　一方で，言語能力の成熟と，他の一般的認知能力の成熟は，異なった進行プロセスをたどるので
はないか，とう考えがある．大脳生理学者のGazzanigaなどはかなり以前からそう主張している
(Gazzaniga, 1970).現在のところ，この主張を裏付ける神経生理学的なデータが提出されているわ
けではないが，このような主張が根強く消えない理由のひとつは，今述べた，ことばの出現に関す
る個人差の大きさである．
　以上述べたのは一般的な言語発達として考えられている説であるが，それに加えて，ダウン症児
や自閉症児等の言語障害児と呼ばれるこども遠の言語獲得過程，また，視覚障害児や聴覚障害児の
言語獲得過程に関する研究は，言語行動とは何か，また，言語獲得に要求される認知能力とは何か，
という点について，従来の視点からの言語獲得に関する考えに再検討を迫るだけの，非常に興味深
い示唆を多々与えてくれる．そこから得られるものは，乳児期の前言語行動と呼ばれている行動と
言語活動とも関連し，人間にとっての言語あるいは言語活動とは何かということを考え直させるだ
けのものがあると思われる．
　本論文では,上記のこども達の中から, Williams症候群と呼ばれる特徴を示すこども達(Children
with Williams Syndrome)の言語行動に関する研究を紹介しながら，言語獲得研究の問題点を検討
する．そこで報告されている行動が，以下の３点で非常に重要と考えるからである．
　I　Piagetが考えているような感覚一運動期の認知能力の成熟，特に対象の概念の成立と関係し
た認知能力のみが，言語出現に必要な認知能力だという考えに再検討を迫うていること．その意味
では，このこども達は, Piagetの主張と真っ向から対立するようなデータを提出しているといえる
のである．
　２犬言語能力と他の一般的な認知能力の発達は独立的である可能性を示唆していること．このこ
ども達は，ＩＱの得点や他の認知能カテストの成績からは予測できないような優れた言語能力を示
すのである．
　３　空間認知能力と言語能力どの関係についての検討を要求していること．
大脳半球で言語機能と関係する部位はほとんど左半球に存在するが，それに対応する右半球の部位
が関係しているのは空間認知に関係する機能である．そして, Williams症候群のこども達の場合，
言語行動と空間認知行動が非常に特徴あるものとなっており，２つの機能の関連性についての示唆
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を含んでいると思われる．
　では, Williams症候群を持つこども達はどのようなこども達なのか, U. Belluigiらのグループの
研究データを中心に述べて行きたい. Belluigiらはしこれらのこども達の行動を，心理学，医学，
神経生理学，大脳生理学など幅広い角度から精力的に研究している(Belluigi et a1，1992 ; Belluigi
et a1，1990 ; Belluigiet a1，1988 ; Belluigi,Sabo, & Vaid, 1988).
Williams症候群とは
　Williams症候群(Williams syndrome)とは，カルシウムに対する代謝異常と関係しており(Culler,
Joes, & Deftos, 1985),現在のところ原因は不明である．発生率は50,000入に１入位と算定されてい
る．命名は，イギリス入の心臓医J. C. p. Williamsによるもので，いくつかり特徴が挙げられる
(Williams, Barratt-Boyes, & Lowe, 1961; Burn, 1986 ; Morris, Ｄ･emsey, Leonard, Dilts, & Blackburn,
1988).心臓欠陥と精神遅滞を示し，特徴のある顔を持つ．また，出生時の体重が少なく，乳児期
には消化異常を起こしやすい．音に対する感受性が高く，やや小頭で，発達遅滞を示す．ＩＱテス
トの成績は，中くらいの(mild to moderate) 精神遅滞の範囲にある(Arnold, Yule, & Martin,
1985 ; Bennet, Laveck, & Sells, 1978 ; Kataria, Goldstein, & Kushnick, 1984 ; Preuss, 1984).性格は，
非常に親しみやすく友好的かつ丁寧で礼儀正しい(Ｖｏｎ Arnim & Engel, 196 ; Jones & Smith, 1975;
Udwin, Yule, & Martin, 1987).多動顛向かあり，不安感が強く，過敏である.
　Belluigi等のグループはこの症候群を持って生まれたこども遂に対する心理学的，神経生理学的，
大脳生理学的研究を行っているが，このこども達には，言語行動，空間認知，脳に特徴があること
が報告されている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　一
　以下，かれらがWilliams症候群のこども遠の行動発達の特徴を調べていく上で，最初に出会っ
た３人のこども, Crystal, Ben, Vanのデータ(Belluigi, Sabo, & Vaid, 1988)を中心に，その言語
能力と空間認知の特徴について述べていく．　　　十
ＩＱに関して
　Fig. 1に，ウェクスラー知能検査でのこのこ
ども達のＩＱ得点が示されている．特徴は，歴
年齢が上昇しても精神年齢は７才位のレベルか
ら上昇しないことである．精神年齢が７才位で
上限に達するため，知能指数自体は年齢が上に
なるにつれてむしろ下がっていくことになる．
他の研究者が報告しているWilliams症候群の
こども達の知能指数は41から80であり（Jones
& Smith, 1975),だいたい似た数値の範囲にい
る．
Piagetの認知発達課題の成績
　Fig. 2は，
ばれる時期，
感覚一運動期の後の前操作期と呼
だいたい生後18ヶ月から６才位ま
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Fig.1 Williams症候のこどもの知能得点
　　　(Belluigi et at., 1988より)
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での時期に解決可能となっていく，数や量等
に関する種々の保存課題の成績を示したもの
である．これでみる限り，このこども達は，
前操作期の課題がほとんどできないといえ
る．感覚一運動期を完全に通過できているの
かさえ不明と思えるような成績といえるだろ
う.
　Piagetの主張では，前操作期の後にくる具
体的操作期の通過が抽象的思考の開始を準備
することになっているのだから，この結果お
よびＩＱ得点からみる限り, Williams症候
群のこども遠の言語能力は非常に貧しいもの
ではないかと予想されても当然である．けれ
ど不思議なことにそうではないのである．そ
れどころか，このこども達は，言語能力に関
する限りすばらしい能力の持ち主なのであ
る．
言語能力について
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Fig. 2保存課題における成績
　　　　(Belluigi et at., 1988より）
かれらのことばに関しては，その語彙や文法構造のいずれも，非常に優れている．
語彙に関して
　１センテンズ中の単語数は，平均8.6から13.5語である．これは，同じくらいのＩＱ値を示すダ
ウン症児の１センテンスの単語数が, 3.0から3.5語であるのに比較するときわだって優れている
(Gleitman, 1983).　　　　　　　　　　　　　犬
　Belluigiらの1992年の研究では，単語を聞いて，たくさんの絵の中から対応するものを選ぶ，語
の知識を問うテスト結果が報告されているが, Willia㎡S症候群のこども達は，全員，知能テスト
で示されるかれらの精神年齢以上の成績を示した．
　また，１分間に，動物とか食べ物で思い出せる限りの単語を言うように求められるテストでは，
実年令相当の成績を示すという報告がある(Semel, Wiig, & Secord, 1980).
　間違いではないが，通常あまり使わない単語を使用する傾向があることが報告されている．例え
ば，コンピューターのクラスに入れることになったこどもが，うれしくて次のように言うた.“To-
day is computer day. Victory has been accomplished!" (Belluigi et a1,1992).このような“間違いと
は言えないけれど変わった"単語の使用例はいろいろ報告されているが, Belluigiらは, Williams
症候群のこども遠の語彙の豊富さを示すものと考えている．
文法構造に関して
文法構造に関しては，その複雑性や完成度とも非常に優れている．
ＭＵ
呂
言語獲得と認知能力　一一Williams dromeのこども達が示唆するもの一一（塩坪） 233
100
80
60
40
20
０
??????????????
　　　　Crystal
Age　15
･)D(w)
Ｄ
D D
Ｄ
???
Ben
16
Van
　11
Crystal
　　15
Ben
　16
Fig.3文法構造の理解度テストの成績
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　Fig.４ Williams 症候群のこどもとダウン症児のこどもの，文法構造理解テストの成績
　　　　　(Belluigiet at., 1992より）
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1）ＭＡＧＮＥＴＩＣＲＥＳＯＮＡＮＣＥＩＭＡＧＩＮＧＥＸＰＥＲＩＥＮＣＥ:
　　“There is a huge machine.　It took a picture inside the brain.　You could talk but not move your head
　　because that would ruin the whole thing and they would have ･to start all over again. After it's done
　　they show you your brain on ａ computer. They see how large it is. And the machine on the other
　　side of the room takes pictures from the computer.　They can take pictures instantly. Oh, and it was
　　very exciting."
2）ＥＸＣＥＲＰＴＦＲＯＭ ＳＰＯＮＴＡＮＥＯＵＳＬＹＧＥＮＥＲＡＴＦＪ.)STORY:
　　“Thisばａ story about chocolates. Once upon ａline,in Chocolate World there used to be ａ Chocolate
　　Princess. She was such a yummy Princess. She was on her chocolate throne and then some chocolate
　　man came to see her. And the man bowed t6 her and he said these words to her. The man said to
　　her,“Please Princess Chocolate. I want you see how l do my work. And it's hot outside in Chocolate
　　World, and you might melt to the ground like melted butter. And it the sun changes to a different
　　color, then the Chocolate World ...and ｙｏｕ…won't melt. You can be saved if the sun changes to a
　　different color. And if it dosen't change to a different color, you and Chocolate へWorld are ｄｏｏｍｅｄ.”
3）ＡＩＭＳ ＩＮＬＩＦＥ:　　●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●
　　I“You are looking at a professional book writer. My books will be filled with drama, action, and
　　excitement. And everyone will want to read them… l am going to write books, page after page, stack
　　after stack. I'm going to start on Mondayｸﾞ　　　　　　　　　　’｀
Fig.5 18才のWilliams症候群のこどもの発話例
　　　(Belluigiet at., 1992より卜
　能動態で述べられたのと同内容をもつ受動態の文を選択するテストでは，３人とも完全な正答が
可能である．
　他の文法理解度のテストや文完成テストでも良好な成績を示している(Fig. 3参照）．
　また, Belluigiらは1992年の論文で，同程度のＩＱ値のWilliams症候群のこども達とダウン症児
との間で，受動態や否定など文の文法構造の理解度を調べているが，ここでもWilliams症候群の
こども達は優れた結果を出している(Fig. 4参照）．
　かれらがどのようなことばを話すのか, Belluigiらが挙げた例をFig. 5に示すので，その一端が
分かると思う．
空間認知について
優れた言語能力を示す一方で，空間認知が関連する課題ではかれらは逆に種々の困難を示す．
　まず，全体的な構造化に困難を示す．自転車の描画を求めると，線と丸のみで部分をつないだだ
けのような絵を描き，全体の構造化ができない(Fig. 6).与えられたモデルの模写でも同様に，
全体的な構造化がうまく行えない．モデルを上からなぞるトレーシングはうまく行えるので，これ
は運動レペルでの問題ではない(Fig. 7).全体的な構造化が困難であることは，積み木をモデル
と同じように組む課題ができないことからも示される．
　また，水平から垂直まで様々な角度で傾いた線分の傾きを判定するテストの成績は非常に劣る．
　その他さまざまなテストで，かれらは空間認知能力に問題があることを示すのだが，言語能力と
の差の大きさは，18才のWilliams症候群のこどもによる象の描画と言語的記述の間の落差の大き
さで示されるであろう(Fig. 8).
　空間認知能力を調べる課題におけるこのこども達の成績の悪さは，言語能力を調べる課題での成
績の良好さと比べて衝撃的ともいえるが，一方次のような課題での反応は２つの能力の関係につい
て考えさせるものを含んでいるに
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Fig.6自転車の描画と各部に与えられた名称（右側）
　　　(Belluigi et at., 1988より）
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　このこども達は，線分の傾きを判断するのが困難であっても，いろいろな角度で撮影されて顔の
写真を見せられて，その顔の向きを判断するような課題では問題がないのである．また，いろいろ
な角度で撮影された非常にぼやけて曖昧な顔の写真を見せられたとき√その性格や年齢，顔の向き
など，このこども達は健常な成人以上に判定できるのである．このことは，有意味な視覚刺激と無
意味な刺激に対する処理機構の違いと，および，有意味な刺激に対する情報処理や空間認知と言語
能力との関係を示唆しているようで非常に興味深いが，現時点ではデータが足りず今後の解明が待
たれる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上
　以上, Williams症候群のこどもの言語能力と空間認知の特徴を述べた．これらとは別に, Bel-
luigiちが接したこの３人および他のWilliams症候群のこどもに共通してみられる特徴としては，
次のような発達的遅れが報告されている．
　歩行の開始が遅い(２才から３才半)．また，言葉の出始めも遅いイ初語は２才以後，２語以上
の句の使用は４才過ぎまでは皆無，完全な文は一部のこどもに３才過ぎから)．利き手の分化が遅
い(３人の中，１人は５才を過ぎてからで，８才から10才にかけて分化したこどもが１人)．
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Verbal Description of Elephants
And what an elephant is, It is one of the
animals. And what the elephant dCES, It
lives in the jungle.　It can also live in the
ｚｏｏﾝAnd what it has, it has long gray ears,
fan ears, ears that can blow in the wind. It
has ａ long trunk that can pick up grass. ０「
pick up hay ･‥if they're in ａ bad mood it
can be terrible …If the elephant gets mad it
could stompンIt could charge. Sometimes
elephants can charge, like a bull can charge･
They have big long tusks. They can damage
ａ car　… it could be dangerous. When
they're in a bad mood it can be terrible.
Yor don't want an elephant as ａ pet. You
want ａ cat or ａ dog or a bird…
圓 圓
普
Drawing of an Elephant
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Fig. 8象の描画と言語的記述(Belluigi et at, 1992より）
言語獲得と認知能力　― Williams syndromeのこども達が示唆するものｰ（塩坪）
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今回は，言語障害児と呼ばれるこども達の中かち, Williams症候群のこどもの言語能力や空間
認知に関する研究を紹介し，そこにみられる特徴が言語獲得の問題を考える上で意味することにつ
いての検討を加えた．言語獲得の基礎という問題を考える上で，かれらが示しているデータは非常
に重要と考えたからである．それは，本橋の冒頭部で述べたよ,うに, Piagetの考えるような認知能
力の成熟が言語を出現させる条件であるという主張に対する再検討を要求するものであることレ言
語能力と他の一般的認知能力の発達は，程度はともあれ,独立したてる可能性を示唆していること，
言語能力と空間認知能力の関係についての検討を要求していること，この３点についてである．今
後，これらの問題に対する研究を進めていきたいと考えている．
　しかし，それとは別に，本稿でかれらの言語能力や空間認知について調べた研究を紹介した理由
としては, Williams症候群のこども達の言語能力や空間認知が本稿で紹介したような特徴を持つ
ことについては，日本の発達心理学関係者の間であまり知られていないようだということがある.
Williams症候群のこどもと実際に接した経験のある人間の発言と七て，特に言語能力が優れてい
るようにもみえないし，他の精神遅滞児と変わらないと思うというのを聞いたことがある．通常の
知能テストでは，かれらの優れた言語能力は取り出しにくいとBelluigiらは述べているが，今後か
れらの持つ能力についてより詳細な研究が進むことを願っている．
　それとあわせて, Williams症候群のこどものみならず,今回検討の対象とならなかったこども達，
自閉症児，ダウン症児，視覚障害児，聴覚障害児等の言語獲得の過程およびその特徴に関する研究
も，言語とは何か，あるいは，むしろ人にとっての言語行動どは何かについて，また，それはどの
ような能力に支えられでいるのかという点について，強く再検討を迫っているレ同じことは乳児期
の前言語行動と呼ばれる行動の研究についてもいえる．
　現在，乳児期の泣き声や発声の分析を通じて，言語獲得の基礎にあるものは何か，についての研
究を進めているところである．研究結果については，他の言語障害児や視覚障害児，聴覚障害児の
言語行動に関してと同様，別の機会に改めて報告するつもりであるが，前言語行動とよばれるもの
の研究が明らかにしつつあることについて何か重要であるか一言述べておきたい．
　それは，泣き声や音声といった，“ことば”とはいえない音声を通じて，乳児は周囲の人間との
コミュニケーションをさまざまに試みているといえることである．そこでのコミュニケーション関
係には，乳児の側からの主体的な働きかけ，参加をみるごとができる．決して，母親の働きかけに
のみ依存しているわけではない．むしろ互いに努力しあい協力七あって関係を少しずつ作り上げて
いる，というべきである．このとき，乳児には，泣き声や音声をコントロールして母親の行動を要
求するという，サインとしての泣き声の使用や，発生による他者との関わりを楽しむ，といった行
動がみられる．この段階では，乳児はPiagetの主張するような感覚一運動期を終了していない．
すなわち, Piagetによれば，言葉の出現に必要な認知能力に関しては未だ十分な成熟の段階に達し
てはいないとされる時期である．しかし，これらの行動は，言語行動といって差し支えないほどの
十分なコミュニケーション機能を有している．
　この点を踏まえて，今後言語獲得および言語行動を発達心理学的に研究していく上で考慮すべき
こととして以下の３点を主張しておきたい．
　１　言語の出現には何らかの認知能力が関与していることについては疑問はないが，それがどの
ような能力であるかという点については, Piagetの主張するような対象概念の成立に関係した能力
だけではなく，より幅広い視点から検討し直す必要があるのではないか．
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　２　外界の事物に対して形成される心的表象や概念と，それら表象や概念に対してラベリングさ
れるシンボルとしての“言葉"の関係性にのみ注目してこどもの言語獲得行動を研究するのではな
く，十分にコミュニケーション機能を待った音声による行動も言語行動あるいはそれに直接結びつ
く行動として考える必要があるのではないか．
　３　以上を踏まえて，ひとにとっての言語あるいは言語行動とは何かということを再検討すべき
である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　ト
　現在このような考えに基づき研究を行っており，結果が得られ次第，順次報告したいと考えてい
る．
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